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虫との関わりが幼児の社会性の発達に与える効果について

山下 久美*･首藤 敏元**

虫の飼育は､幼児に ｢命への理解や思い｣｢思いやり｣を育む効果を持っていることが前研究 (山下･首藤,
2005)で示された｡社会性の発達援助は幼稚園･保育園において今日的重要課題であるため､本研究は､虫
の飼育が社会性の発達を促す効果について再度検討を行った｡その結果､子どもと虫の関わりについて明確

なねらいを持って保育している53人の保育者たちの観察事例によっても､それらを獲得していく過程が確認

された｡さらに ｢仲間関係を育てる｣｢子どもの表情が活き活きしてくる｣｢責任感がつく｣｢自尊感情が高
まる｣についても､飼育経験効果が示唆される結果であった｡特に ｢仲間関係を育てる｣については顕著で

あり､幼児期の社会性の発達を促す効果は大きいと思われる｡
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Ⅰ 問題と目的

現代日本の抱える問題として､若者の思いや

りのなさ (中里 ･枚井､1997)や､子ども同士

のいじめの問題があり､これらがクローズアッ

プされるようになってから久しい｡また最近で

は命を軽視する風潮を､危倶する声も高まって

きている｡これらに対して様々な角度から打開

策が試みられ､小 ･中学校においては ｢命の大

切さを知らせる｣また ｢思いやりを育む｣ため

の授業研究なども盛んに行われてきた｡

これらは必要不可欠なことではあるが､もっ

と低年齢から思いやりの気持ちを持つこと､つ

まり他者への視点取得は可能であることが最近

の幾つかの研究からあきらかになってきている

(首藤､2001)｡つまり幼児期は､このような社

会性の育ち-の第一歩を築く重要な時期であり､

この年齢における社会性の育ちについての研究
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が､今後､さらに求められていくと思われる｡

そこで本論では､その具体的な援助方法とし

て､虫の飼育について検討を行う｡幼稚園や保

育園における虫の飼育は､既に前研究によって､

子どもたちの生物概念形成の援助となるだけで

なく､｢命への思い｣や ｢他者への思いやり｣を

青くむものである (山下 ･首藤､2005)(山下､

2006)ことが示された｡これらは､幼児への直

接のインタビュー調査によって得た結果ではあ

るが､子ども達の園での成長の姿を把握する調

査では､なかったため､幼児がどのように命に

ついて学んでいくのか､あるいは思いやりを獲

得していくのか､その過程を明らかにすること

はできなかった｡しかし､幼稚園や保育園の中

で､幼児と虫の関わりから､このような社会性

の発達を実際に援助するときには､その過程や

子どもの姿を知っておくことが望ましいと思わ

れる｡そのため本研究では､以下の二つのこと

を目的に調査を進める｡

まず､前研究の中で示された飼育経験効果が

実際の保育場面の中で観察されているかを確認
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すると同時に､子ども達がどのように命への理

解や思いを深め､思いやりを育んでいるのか､

その成長の姿を把握する｡

第二に､今までの研究では明らかになってい

ない､その他の社会的な発達への影響を知るこ

とを目的とする｡すなわち保育現場における虫

との関わりが､幼児期の情緒的な成長にどのよ

うな影響を与えているのか､観察されている姿

から､その飼育経験効果を検討することとする｡

Ⅱ 方法

1 調査対象

虫の飼育を保育計画の中に明確に位置づけ､

目標を持った活動として行っている個々の保育

者､あるいは園全体で､このような方針の下､

保育を行っているという保育者を対象に調査を

行う｡なお､いずれも保育経験年数が3年以上

の保育者を対象とする｡

女性は男性より虫に対する苦手意識が強く､

幼稚園は若い女性が多い職場であるため (山

下 ･首藤､2004)､このような条件を満たす園､

または個人は､一般的ではないが､2つの保育

園と9つの幼稚園から協力を得て､計11園に在

職する53人の該当者に対して調査を行った｡

それぞれの園の地域､園数と該当保育者数を

以下に示す｡

国立市 (保育園-2園､20人)､国立市 (幼稚

園-1園､11人)､府中市 (幼稚園-1園､7

人)､杉並区 (幼稚園-2園､6人)､千代田

区 (幼稚園-1園､3人)､新宿区 (幼稚園-

1園､2人)､豊島区 (幼稚園-1臥 2人)､

三鷹市 (幼稚囲-1園､1人)､練馬区 (幼稚

園-1園､ 1人)

2 手続きと調査時期

上記のように条件を絞り､該当園及び該当保

育者を探した｡各園､または個人に電話連絡の

上､手渡し及び郵送によってアンケートを送り､

郵送によって回収した｡回収率は100%であった｡

調査は､2004年5月～9月に行った｡

3 調査内容

個々の保育者が､観察した事例によって､虫

の飼育が幼児に社会性や情緒の発達に良い影響

を与えているかどうかの調査を行う｡具体的に

は以下のようなアンケートによって､事例の収

集を行った｡

○幼稚園 ･保育所などでムシを飼育することに

よって社会的 ･情緒的な発達に影響があると

思われますか｡もし以下のような事柄につい

て､ムシの飼育によって幼児に良い影響があ

ると感じられたことが､あれば､それぞれの

項目について､実際にあった事例を (幼児の

年齢､飼育したムシ､どのようなことがあっ

たかを)なるべく具体的に､お書き下さい｡

･命への理解､思いを育む (命の大切さに

ついて知る)

･仲間関係を育む

･思いやり･やさしさを育む

･責任感を持つ

･自尊感情を高める

･子どもの生活や表情が活き活きとする

･人の話が聞けるようになり､落ち着きが

でてくる

･その他

上記の項目については､前回までのアンケー

ト調査結果 (山下 ･首藤､2004)から得た､園

で虫を飼育するねらいの項目に､虫の飼育を日

常的に行っている園の保育者が､社会性の発達

に良い影響を感じると回答したものを付け加え

て設定した｡この園の保育者数は4名､全員ク

ラス担任をしており､調査はインタビi一に

よって行った｡付け加えた項削ま､4名全員が､

飼育経験効果を感じると回答したものに限定し

た｡
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Ⅱ 結果と考察

今回の調査では ｢虫の事例｣を依頼したが､

カエル (オタマジャクシ)やザリガニなどの事

例も含まれていた｡これらの動物を虫と呼ぶか

どうかは､定かではないが､日本人の虫の概念

はもともと非常に暖味で､蛇という漢字にも虫

偏がついており､昆虫類は勿論のこと､カタツ

ムリのような貝類を含んだり､ダンゴムシのよ

うな甲殻類も含まれているため､本論では､こ

れらも虫として扱う｡

回答として､先に示した7項目に対して全体

で154の事例が挙げられた｡これらは､調査者が

カテゴリー化の判断をしたのではなく､回答者

自身の挙げた項目に沿って行った｡各事例を詳

細に見ていくと､他の項目にも関係しており､

必ずしもこの項目だけに該当しないと思われる

ものもあったが､回答者の分類を尊重した｡

また今回の回答の中には､調査者の求めた内

容のとおりではないものも存在した｡調査依頼

の内容はⅡの3に示したように､子どもの具体

的な事例であったが､記述された内容の中には

具体性が全くないものも含まれていた｡これら

は､日々の保育の中から得た保育者一人一人の

実感であり､経験智ではあるが､客観的に子ど

もの姿をとらえるための資料とはなりにくいた

め､本論では除外して考察を進める｡

結果として｢仲間関係を育む｣｢自尊感情を高
める｣の項目には除外されたものはなかったが､

｢命への理解や思い｣26例中2例､｢思いやりが

育つ｣28例中6例､｢子どもの生活が活き活きし

てくる｣25例中3例､｢責任感を持つ｣17例中3

例が､具体性がなく､感想のみを記したもので

あった｡ただし､具体的な子どもの言動につい

て語られていないものについても､保育者の働

きかけが読み取れるもの､また虫と関わりが､

何故子どもの社会的発達に影響を与えているの

か､示唆を与えるようなものについては､考察

の参考資料とした｡

今回は､事例の内容を検討することが目的で

表 1 社会的発達の効果項目に対してあげられた事例

数と事例を挙げた保育者の割合

実数 割合 内容の分

類34 64% 仲間関

係を育む24 45% 思いやり.

やさしさを育む22 42% 令-の理解
や思い .命の大切さ重

みについて知る22 42% 子
どもの生活や

表情が活き活きしてく

る14 26% 責任感を持つ14 26% 自尊感情を高める (自信がつく)

9 17% 人
の話が聞けるようになり､落ち着きが

でてくる1 2% その他一家族で共感できる喜びを

育てる などあるが､事例数が多く目撃

されているということは､それだけその経験効

果が観察されていることでもあると考えて､各項目の

事例数を表1に示す｡この表から分るように､

53人中34人以上の保育者が ｢仲間関係を

育む｣についての事例を挙げており､前回の調査

の中で保育者が最も学んで欲しいと感じていた

｢命への思い｣と､その次にあげら

れていた ｢思いやり｣よりも､事例数が多いと

いう結果であった｡これは理由として､仲間

関係が育つ様子は､命への思いが育つというよ

うな内面的な育ちよりも､表面に現れ易く､書

き止め易いということが考えられるだろう｡し

かしこの仲間関係が育つ

効果については､考察を進める中で再度検討を加

えたいと考える｡以下､本論の目的1､2に

沿って､項目別にあげられた事例を検討する｡

この考察の中では､代表的な事例を2-3例ず

つ挙げて､検討を加えていく

が､その他の事例も全て､本論の最後に資料とし

て添付する｡1 ｢命への理解､思いを

育む｣と｢思いやりを育む｣に関する子ど

も達の観察される姿この2つの項目について

は､既に子ども-の直接的な調査により､飼育経験効果が認



もの成長の姿を確認し､どのように育まれてい

るかについて把握する｡

(1)｢命への理解､思いを育む｣子ども達の姿と

保育者の働きかけ
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上記の例からも分るが､資料も含め､この項

目で挙げられた事例全体を見通すと､子どもた

ちは､むしろ虫の死を通して命を感じていく

ケースが多いようである｡

事例1は､自然界では､日常的に起こってい

ることであるが､飼育者にとっては少々ショッ

キングな寄生虫によって死んでしまったアゲハ

の例である｡また2は､命を大切に感じるだけ

でなく､子どもの死への恐れや､忌む気持ちが

表れている事例である｡その死を目の前にした

子どもの様子から､虫を命あるものだと感じて

いたことに､保育者自身も気づかされている｡

このように自然のいとなみの中で起こる死に

よって､幼児は命について学んでいくが､その

ようなケースばかりでなく､その他の資料中の

事例からは､幼児であるがゆえに､力加減を誤っ

て死なせてしまったり(4､5)､あるいは興味

から意図的に乱暴に扱い､殺してしまったり(14､

16)､ということを繰り返し経験していることが

分る｡そしてこのような経験を経て､命に気づ

いていくことが観察されている｡

これが晴乳類や鳥類などであれば､その死に

様は人の心に強い衝撃を与える可能性が高く､

その意味でも動物を乱暴に扱う幼児に対して､

保育者は子どもたちにその命を預けきることは

できないだろう(藤崎､2006)｡しかし虫は､藤

崎の指摘にもあるように子どもたちにとっては

自主的な関わりを許される存在であり､それゆ

えに虫の死や命について､幼児一人一人が自分

自身の行動と併せて考えざるを得か ､状況を作

り出すと言える｡ある程度の年齢に達してから､

虫に対しての自分の残酷な行動に自ら気が付い

て､そのようなことをしなくなったと言う人は

少なくない｡

ただこの時に､保育者が子どもの手に虫の命

を委ねているとは言っても､ただ漫然とそれを

見ているわけではない｡見守る保育者が持って

いる役割もまた非常に重要であると思わされる｡

保育者たちは､幼児の虫に対する関わりが不本

意であっても､強く制止することはせず､子ど

も達自身が考えられる余地を残しながらも､自

分の想いを伝えることをしている｡すなわち小

さな命ではあっても､大切に扱って欲しいとい

う思いを言葉や態度で示しているのである (辛

例9-24)｡それは､虫と関わる､子ども達に対

して繰り替えし送られるメッセージである｡そ

の意味において周囲の大人が持っている命に対

する想いは､幼児にとって､非常に重要である

と思われる｡
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以上､幼稚園や保育所の中で虫と関わり､命

についてどのように学んでいるのか､24の事例

からその様子が明らかとなった｡

(2)｢思いやりを育む｣子どもの姿と保育者の働

きかけ

室gqi_ 45/IEo貴い冬のあるH.冬贋中の虐
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ら手へそっと#されをがらqLで雛 顔､元の
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これら思いやりの事例から見えてくることは､

虫が､自己中心的な世界観を持っている幼児に､

相手の立場に立って物事を見るきっかけを与え

る存在になっている､ということである｡多く

の大人にとっては､｢虫けら｣という言葉で表現

されるような存在ではあるが､幼児にとっては､

命ある奥味深い対象であり､飼育するときには､

飼おうとする虫が､どのような餌や環境を必要

としているのかを真剣に学ぼうとする｡

事例1を見ると､子どもたちが､この虫を発

見したのは偶然ではなく､それを目的に園外に

出かけていき､穴を掘って､虫を取り出したこ

とが伺える｡見つけた虫は､傷つけまいと､お

そらく細心の注意を払いながら手から手へと移

して観合ったのであろう｡幼児達がこの幼虫に

興味を持っていたことは､間違いないと思われ

る｡しかし､｢いつもの 『持って帰ろう』の声は

誰からも発せられることはなく｣と言う保育者

の記述から､虫を元の棲み処に戻したのは､子

ども達の自主的な行動であったこと､そしてこ

の子ども達の反応を保育者がやや意外なことと

して受け止めていたことが分かる｡年中クラス

の後半時期､おそらく保育者は､今までになかっ

た様子を示す子ども達の育ちを喜び､｢思いやり

の｣事例としてここに記述したのであろう｡

事例2からは､｢虫は自分の気持ちをお話しで

きないから｣という言葉がでたということで､

子どもたちが､どのようにしたら虫に快適な環

境を与えて飼育し続けることができるのか､自

分達なりに考えようとしている様子が見える｡

このように成長していく過程の中では､事例3

からも分るように､保育者の働きかけが､日々

あったと考えた方が自然であろう｡

資料中の他の事例も同様であるが､虫に対す

る子ども達の自発的な気付きと共に､その子ど

も達の背後に居て､思いやりの気持ちを育もう

と支えている保育者の姿見がえてくる｡飼育と

いう機会を通して､周りの大人 (保育者)が､

子どもには見えていない虫 (他者)の視点を知

らせるための言葉を頻繁にかけることの意味は､

小さくないだろう｡結果として､子ども達は､

他者の立場にたって物事を見るよう促され､思

いやりが育まれていくと推察される｡虫は保育

者のこうした働きかけの､良いきっかけとなっ

ていることが､見て取れる｡

2 その他の社会的な発達への影響

前項目において､幼稚園や保育所の中で虫と

関わる子どもたちの ｢命への理解や思い｣と

｢思いやり｣を育んでいく様子が明らかとなっ

たが､その他の社会的な発達への影響について

はどうであろうか｡観察された事例から､各項

目の効果について､以下に検討を行う｡

(1)仲間関係を育むことへの影響

事9gl 虜に興味を揮っておク､ガス/ご演が/i-
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(さんスっている虜育ケースを顧き運んでば歩

(愛を月/L･ク､超で穿っついて鬼iる資を月カ

タと発 L,む1歳/IEoすると3歳以1の子題が園

庭でBつけカだ1,ご演を手の平にのせて(れ

/~だんご慮っていうの.磨ったらダメガよo

そーっとねJと教iて(九g者をやいて(れil-0
1歳児る屠L(てお兄さん､お節さんの慶につ

いて一腰にiの中を産L､月つけてばrい71-I
いた lJと喜びを兵有Lてい71-0

量産旦 飼育Lてい71-アケン､贋がかJiク､クラ

スの子どる一たちがそれを原ク囲んで月てい71-o

Lばら(月ていたがし飛ばをい庶子orどうLjと
のか7?PJrどうLj1-のだろう､お虜空いてるの
か7iJと､今まであまクG,首のをいチビる何士

が井題の輿味を題Lで言募を交わすようにをっ
ていっ71-0

型 5歳児08名だげの少八鹿クラス7をの
だが＼逆lJかかわ/)を打つ子の腐■･')があっ/rL､

虐 (Fンボのヤゴブを虜体とL,､何C興味を:拷

でた子どる運がこ/pJのitンボ■のヤゴかを囲鑑を

-Mに月/L･ク､磨ったクLていfL･0こうLj1-こ

とが.今までに7?かっ九野カタを#つきっかけ

とをっfL･0

以上事例1-3のように ｢仲間関係を育む｣
効果としては､虫を媒体に人間関係が育まれる

というような事例が多かった｡対象物が何であ

れ､互いに興味や関心を共有することができれ

ば､交流が生まれて人間関係が育つことは､想

像に難くない｡その点でも虫は､自ずと幼児の

興味を強く引き付けるものであり､今まで関係

が無かった子ども同士に､話し合うきっかけと､

共感の機会を与えている｡

事例1では､保育園での1歳児と3歳児交流

が観察され､幼稚園では最年少の3歳児が､1

歳児に対して年長児の気遣いを示している｡た

とえ虫のような小さな存在であっても命あるも

のであることから､その命を囲んで幼児の中に

会話が生まれるときに､無生物を媒体とした交

流にはない､暖かな情緒的な関わりが生まれて

くることが多いようである｡それは資料中の事

例20にもあるように､｢子どもたちが一緒に気に

かける対象がいると､クラスに一体感が生まれ

てくる｡｣というような質のものであるといえる

だろう｡

さらに虫は､普段友達とあまり関わらない､

あるいは関わり下手な幼児が､一人遊びの対象

として選ぶことがあり､この場合にも事例3や

23で観察されるように､子どもたちが共通の話

題にLやすいものであることから､人間関係を

広げる一助となっている様子が伺える｡

この仲間関係を育む効果は､資料中の事例内

容を検討した結果においても､保育者たちが感

じているように､充分効果のあるものだと言え

るのではないだろうか｡また､この項目の事例

数の多さは､単に事例内容が目撃されやすい種

類のものであるというだけでなく､実際に仲間

関係を育む効果が大きいこととも関連している

と考えられるだろう｡

(2)生活や表情が活き活きすることへの影響

壁 土 56/IEo カブjtムシが成劇 =7?ってm
できた時､とてる喜ぶと/jfに.穿きの表債が見ろ

izjJoffJヤプが冴化す.b庶子を月ることがで

きたときる､毎H､僧のヤゴの変化を発Lみに

月カタ､銀穿ケースや図鑑を月此べ名をど好密

心PfJZZlG7i庶子が (Bらでて(るのがノ屠られた.

室型旦 5歳児o飼育L,ているカブF虚の勿虜
を2遅滞ぶクにあげてみて､大き(威溝Lてい

fL-呼やそれを手の平にのせられるように7?っ71-

時､好き好きとLfJ表傍に合って(るo

真壁旦 虫かごを揮ち歩き､いろいろ7?クラス

の友だち&度量に虜を月せるo登園を腰がって

いる子あ､rbさんにこ瀞 をあげるの/Jと賓L

みにするようにをク,選んで登園するように

7?っ一たo

幼児が虫と関わることによって活き活きして

くる理由は､主に三つに分けられていた｡

一つ目は､完全変態する昆虫の劇的な羽化を

目撃して感動したことから活き活きとしたとい

うような例で､事例1が代表するものである｡

資料中の事例4-6においても､命の不思議さ
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や自然の仕組みの面白さに触れて､おおいに喜

び､日を輝かせてルーペで虫を見入る子どもの

姿が観察されている｡幼児にとって初めて見る

小さな生き物達の世界は､驚きにあふれており､

様々な感動を呼び起こすものだろう｡

二つ目は､虫との関わりから自信を持つこと

ができ､人間関係が広がって､結果として日々

の生活が意欲的になったというケースである｡

詳しくは､この後に ｢自尊感情を高めること｣

の項目の中で考察するが､事例2や3に代表さ

れ､7-10にも見られるように､虫との関わり

をきっかけに､子どもの様子がそれ以前とは変

化していることが観察されている｡これらは､

先に挙げた ｢仲間関係を育むこと｣と､後の

｢自尊感情を高めること｣の中に､含めること

もできるような事例であるが､保育者は､結果

として幼児の生活が活き活きとしてきたことに

注目して､この項目の事例としてあげたのだと

思われる｡

三つ目は､虫が子ども達の愛情の対象となり､

子どもの生活が活き活きとしてくるというケー

スである｡事例3の ｢『虫さんにご飯をあげる
の !』と､楽しみにするようになり-=･｣とあ

るように､人は幼児であっても､愛されるだけ

でなく､自らも愛情を注ぐ対象を求めるもので

ある｡ぬいぐるみなどを愛着の対象とする幼児

であるが､無生物とは異なり､虫たちは､小さ

くても着実にその成長ぶりを見せてくれる｡そ

れは幼児にとって､興味と愛情を持ち易い存在

だと言えるだろう｡事例11の､毎朝オタマジャ

クシの水槽を覗いて ｢今日もお兄さんになって

るかな?｣と言う様子や､また12-14の育った

蝶を逃がすときの嬉しそうな様子からも､小さ

な生き物-愛情を感じていること､そしてそれ

が子どもたちを活き活きとさせていることが窺

える｡

以上の内容から､虫と関わる生活には､子ど

もたちが活き活きとさせる効果があることが､

見て取れる｡

(3)責任感を育てることへの影響

量型1 4歳晩 アクツ､の勿虚を潜ってき71-a
lEは､毎H､登園呼にアクツ1がいjl･と思われる,

夏為かんの鳶を館とLで,一度すごっ揮ってきfro

舶 ば毎H大き(7?っている oこの戯児がアグ

ノ､の朗 のために登園呼に鳶をとる庶子をどを

贈 る斎Lで(れfJ.

室型旦 5歳児 o カマ手tjを潜ままで園に揮っ
てきて(九､今お産房をL,ていますoカマ手tj

はお7?かが空Cと､本当にペチャンプに7?るの

で,-H71-クとあ.お鰭 をLをいわけにはいか

すミ とってあ責任感が育っ/L-0潜まiでき/i-チ

はめろろん その仲良L,の子る一腰に生きてい

る畠の ｢シジミチョウ､ダンゴ乱 アリ)を与

えていiすo

塾 5歳児 09-10月,園庭にいるバッタ
を粛iえて囲ってい71-oiHの休みが入ると
バッタに館の薯をと'1jeiスれられ7?かっカので､

バッタを囲ってい71-チビるjきちと､府謬L､金

屠Hの犀園犀にば､B分7きちでバッタを園庭に

遇がすことにLjroそLで､i71-月曜Hからバッ

タとクやGH-g声を発L,ん71-110こうLた虎ク避Lを､
1ケ月半(らい.好ク戯んだことで､B分71-ちで

産着をする東岸ちが穿っていっ71-0

前項目で挙げたように､幼児は虫達に愛情を

覚え､その世話をすることに喜びを感じる｡事

例1では日々大きくなる幼虫に喜びを感じなが

ら､自主的に餌を毎日持ってくる幼児の姿があ

る｡事例2では､時には､世話を忘れそうにな

る幼児に対して､カマキリの､｢ぺっちゃんこに

なる｣お腹が､給餌を思い出させてくれている

ようである｡事例3では､子どもたちは保育者

のリードのもと､休日の対処ついて考え､解決

策を見出して､1ケ月半飼育を続けることがで

きたということである｡

虫に興味を持つ､愛情を感じるということは､

幼児にとって世話をするための最も重要な動機

ではあるが､6-8の事例から分ることは､3

歳児クラス､4歳児クラス時期に年齢に即した

保育者の働きかけがあって､5歳児の姿がある
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ということである｡｢継続的な世話ができる｣｢責
任感を持つ｣までになるには､年齢とともに､

こうした意識を育てるための､時には失敗を含

めた繰り返される体験が必要なのではないだろ

うか｡

動物を飼育することによって､責任感が育つ

という事例は､一般によく耳にすることであり､

多くの人にとって異存のないところだと思われ

るが､以上のように､虫であってもその役割を

果たす可能性は高いようである｡また ｢命への

思い･命の大切さ｣の項目の中でも述べたが､

虫はその飼育の責任を子ども達自身が任される

ことも多いため､幼児にとって､より責任感を

育む機会を生み出しているともいえるだろう｡

(4)自尊感情を高めることへの影響

量壁土 粛Lをすることの少をかっ71-男児､庭

で厚顔と虚をみつ妖 テンitウムシガと教えて

あらい､rこればテンitウムシどよ/Jと､友だ

ちにBせ71-0床辞者るrすごい/Jと褒め,r/pJ
テンitクムシか､名静を粛ベ71･らおるLろいねJ
と粛L,合い,奇兵に名静を粛べていった0今で

ばクラスの中で 佃 博士!Jと呼ば才乙で､-どん

と㍑/B膚がついている o

量産旦 いつもば魔かLがク屋､願 さんの男
の子,友だちとるB分から澄んでノ野わる事あを

(､4劇Eに7?ってあー,̂遊びのA君でLjl･o

被の以外を一面､それば虜のことにをると屠よ

クもBを輝かL､LH任にとびついて(ることで

す｡そLで虚をきっかけに､友だちと一mに潜

まえに行ったク､エサを月つけに行ったク､慶

にとって虐ば､5分を表粛するめのでL/L･0

動物の飼育によって幼児の自尊感情が高めら

れたとする報告は､先行研究の中にも見られる

ものである (Endenburg,Baarda,1997)が､そ

れらは殆どが晴乳類や鳥類の飼育事例である｡

しかし虫においても､同様な飼育経験効果があ

るのではないかと､上記の事例や資料中のもの

から推測されるだろう｡

ただし自尊感情を持つ経緯は､晴乳類や鳥類

の場合と虫の飼育による場合とでは多少異なる｡

噛乳類などでは､飼育している動物が飼育者に

なつき､人と動物との間に相互的な情の交流が

生まれ､このことによる自尊感情への効果が大

きいとされている (中川､2000)｡虫では､その

ようなことは通常あり得ないが､｢子どもの生活

や表情が活き活きしてくる影響について｣の項

目の事例にも挙げられているように､虫を ｢持

てるようになった｣｢捕まえられるようになっ

た｣あるいは ｢虫のことに詳しくなった｣こと

が､幼児に自信を与えているのである｡さらに

｢仲間関係を育てる｣の項目部分でも検討した

ように､虫への関心を友達と共有することで､

人間関係が広がっていき､さらに詳し､くなった

知識を披露して友達に一目置かれ､結果的に自

尊感情が高まっていることが読み取れる｡

それは､事例1､2にあるように､友達との

コミュニケーションがうまく取れない幼児にも､

しばしば見られる｡このことは､実際の保育場

面において非常に重要であろうし､コミュニ

ケーション下手な幼児に対して､特に注目すべ

き効果だと考える｡

｢責任感を持つ｣｢自尊感情を高める｣につい

ての事例数は14例ずつであり､53人の4分の1

強が事例をあげたに過ぎないが､内容で見る限

りは､どちらについても､その効果が充分に示

唆される結果であったと考える｡

Ⅳ まとめと今後の課題

以上､子どもが虫と関わり､どのようにその

社会性の育ちを獲得していっているか､その様

相を掴むことができた｡

｢命への理解と思い｣､｢思いやり｣を育む効果

については､前研究の結果と､今回の事例内容

の検討結果から､その飼育経験効果は､十分に

認められるものであった｡｢仲間関係を育てる｣
についても､事例内容と事例数から､虫と関わ

ることによる効果が認められたと言っても良い

であろう｡

ここで今回の事例内容を再度検討してみると､
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保育者自身の言葉がけや､指導の内容を記述し

ているものが多くあった｡それらを項日ごとに､

幾つあったかカウントしてみると､結果は表3

のようであった｡

｢命の理解や患いの育ち｣の項目には､保育者

自身の指導が､最も多く書き込まれていること

が分かる｡この事例中の77%が､自身の言動を

書き込んでいるものであった｡命の理解や思い

について､子どもたちの成長を語るときには､

自らの保育実践を､語らざるを得ないというこ

とであろうか｡命について理解させたい､知ら

せたいという保育者の強い思いであるとも受け

取れる｡

2番目に保育者自身の言動の記述が書き込ま

れていたのは､｢思いやりを育む｣の項目であっ

た｡｢命について｣と同じように､飼育活動を通

して特に保育者が子ども達に伝えたいと考えて

いる事柄であり (山下､首藤､2004)､それだけ

に､保育者の働きかけが多くなることも考えら

れる｡

反対に､｢仲間関係を育む｣の項目には保育者

の言動については､殆ど記述がなかった｡

つまりこの表3から言えることは､二つある

のではないかと思われる｡一つ目は､仲間関係

の広がりは､虫との関わりJを通して子ども達の

中に自然発生的に生じるのではないかというこ

と､そして二つ日は､命の大切さや､人への思

いやりについては､虫をきっかけとしながら､

保育者が子ども達の中に育てていこうとするも

表2 保育者の指導について記述されている事例数と

その割合

保育者の指導事例数 % 内容の分類 (全体の事例数

)17 77% 命への思い .命の大
切さ重みについて知

る (22)7 29% 思いや

りが育つ (24)3 21%

責任感を持つ (14)3 14%
子どもの生活や表情が活

き活きしてくる (22)1 1% 自尊感情を高める (1

4)0 0% 仲間関係を育む (34) のなのではないか､ということである

｡どちらも､社会性の発達にとって､重要な

効果であると思われるが､幼児にとって､虫と

の関わりが､自然発生的に仲間関係を育むもの

であり､さらに事例中に見られたように､人間

関係が苦手な幼児にも､効果があるとす

れば､このことは､大きな意味を持つであろう

｡どのような園であろうと保育者が意識さえす

れば､虫と関われるように環境設定することは､

さほど困難なことではなく､｢人間関係をうまく

結べない｣､｢社会性に問題を抱えている｣子

どもが多いと言われる今日､非常に有効

な援助となる可能性が高いと言えないだろうか

｡また仲間関係が円滑になるということは､

当然､その他の社会性の発達にも大きな影響を

与えることが考えられるだろう｡そこで､保育

者が虫とのかかわりの中で育つとした､この6

項目の関係を考えてみたい｡もともと各項目は

､本論の事例内容そのものが示しているように

､何に該当しているか､判断すること

が非常に困難なほど､互いに関係し合っている

｡これらを図式化すると図1のようになるの

ではないだろうか｡友達との良好な関係は､思

いやりを育むことにつながるであろうし､また

その道の関係も成り立つと思われる｡そうした

生活の中から､自尊感情や責任感が生まれ､これ

らの循環の中で､命を大切に思う思いを実感し

､幼児の生活全般が活き活きとしたものとなっ

ていくことが



内面の育ちの循環であり､どの部分から始まっ

たとしても､互いに関連して発達していくもの

だと思われる｡

最後に今後の課題として､今回の研究は､保

育者の観察事例を元に進めてきたが､調査対象

者からは､この事例の書き込みは非常に難しく､

苦労であったとの感想が聞かれた｡6項目の事

柄に関して､実際には経験していても､それを

具体的な例として､文章にまとめ難く､実態に

見合うようには､書き込めなかったとの意見も

多かった｡

今後の課題としては､調査者の直接的な観察

によって効果を確認する必要があるだろう｡特

に調査者が幼児に対して直接インタビューを

行っていない4つの項目 ｢仲間関係を育む｣､

｢日々の生活が活き活きしてくる｣､｢責任感を

持つ｣､｢自尊感情を高める｣に関しては､何ら

かの直接的な調査を行い､これらの効果につい

て､確証を得ることが必要だと思われる｡
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(資料)

命への思いを育み ･命の大切さを理解 したと思われる事例

5歳児｡毎日世話をして観察していたアゲハの幼虫がサナギになったが､他の虫に幼虫の時に卵をうみつけられて､サナギ

の中から違う幼虫がでてきて､アゲハにならなかった｡｢どうしてなのかな?｣｢かわいそう--･｣という子どもたちに､教
師もはじめは良く分からず､虫に詳しい他の教師に話を聞いた｡幼児と共にその話を聞いて･･････｢そんなことがあるのか?日

と驚く｡アゲハになる難しさを感じる事で､子どもたちも命のはかなさ､重さ､生きることの大変さを感じていた｡

5歳児｡ダンゴムシを飼育していて､ケースから出して世話をしたり触ったりしていた｡卵から赤ちゃんダンゴムシが貯っ

た時には皆で喜んで盛んに見ていたOそのうちに､暑さで死んでしまうダンゴムシがいたo女児Aも､毎日親しんで触って
いたが､いつものようにダンゴムシを持ち上げたときに､死んでいることに気づき､｢死んでる!｣と､驚いた様子で､ダン

ゴムシを取り落とした｡そして手を引っ込め､恐そうに死んでいるダンゴムシを見つめ､そのダンゴムシには触れなくなっ

た｡そのことを通して､その子なりに死を受け止めたことが分かった｡また今まで親しんでいた時には､確かに命を感じて

いたのだと知った｡こうした経験を通して命と死を感じる経験をしていくのだと思う｡

元気のないムシを見ると心配している｡死んでしまっていた虫をみると､｢お墓に埋めてあげよう｣と悲しそうにお話をして
くれる｡

3歳児｡殻の中に入ってしまったカタツムリをどうしても見たくて殻を割り､中から出そうとした｡しかし､形の変わって

しまったカタツムリを見て､自分のしたことに気づいたようだった｡子どもたちの気持ちが､変化したことが感じられた｡

4歳児｡おたまじゃくしとの関わりので､日常からおたまじゃくしに興味を持っていたため､他の子以上に手の上に乗せた

りとよく見て触っていた｡しかし､力の加減を間違えて､尾をちぎってしまい､翌日死んでしまった｡尾の切れたおたまじゃ

くしに好し､降園後､煮干を母親と買い行き､また園に戻ってきて､丁寧に､煮干をちぎってあげていた｡ちぎってしまっ

た後､事の重要さに気付き､ほとんど口を開かず､表情も暗かった｡

4歳児｡アゲハの幼虫がミカンの木のトゲに刺さって死んでしまったことがありました｡また羽化の際にサナギから落下し

て羽を広げきれずにもがいているチョウを目の当たりにしたこともありました｡そうした出来事から､交通事故に合った人

のこと､障害を持った人のことに置き換えて､話し合ったことがありました｡

自分よりも小さい虫への興味を持ち触れていく中で､指先でつぶしてしまったり-･･･という事がよくある｡そして､こうい

う場に出会ってこそ命というものに気付いていけるのではないかと思う｡

2歳児｡飼育している小さな生きものに餌をあげているうちに､お友達のように親しくなってくることがあります｡そんな

時にオタマジヤクシが死んでしまい ｢おたまじゃくしさんどこいっちゃったのかな?｣｢バイバイしちゃったの?｣と毎日毎
日聞いてきました｡

5歳児｡園庭のプランターの下から現れた大きなカエルO男の子たちが手のひらにのせ､あっちへこっちへ持ち歩くOその

うち取り合いになる｡その間にいじられすぎたかぐったりしてしまった｡慌ててバケツの中に入れて見るだけにしたが死ん

でしまった｡皆で話し合い､命があること､小さい生き物も命を持つという意味では同じだということを気付かせ､皆でお
墓を作った｡

3歳児｡子どもがかわいいと思って､ついついザリガニと遊んでいると､そのザリガニを棒でつついて､背中に穴があいて

しまった｡そして死んでしまった｡｢みんなも棒でたたかれるとどうか･･-･か｣や､小さな生き物も､お友だちと同じで､大
切な命がある事を伝えた｡

4歳児｡おたまじゃくしをもらい､カエルになってきたが途中で何匹か死んでしまった｡そこで皆で話し合いをし､自然に

いることが良いことだと納得して子どもたちと一緒にかえしにいった｡

4歳児｡年中の子どもがセミを捕ってと言ってきた｡そこで､｢セミは長く生きられないから､出来るだけ逃がしてあげよう

ね｣と答えた｡｢分かった｣と言いつつも､セミとりに夢中になり､楽しそうであった｡

5歳児｡カエルを飼っていましたが､やはり動く虫 (生きている虫)しか食べず､えさ探しがとても大変だが､大好きなカ

エルのために､毎日毎日えさをあげ､大切にお世話をしていました｡しかし､少しずつやせてきてしまったので､みんなで

どうしてあげるか話し合いをしました｡

5歳児｡みつけたアリを踏み潰していた｡｢君のせいでもう動けないし､おいしいものも食べられないよ｡｣と､話した｡

3-4歳児｡食べ物をあげたり､しっかり世話をしなければ､虫だって死んでしまうんだよ､と数えました｡虫さんに､嫌

がる事をしては駄目なんだよ｡力比べはいいけれど､いじめたらだめで､死んだら､もう二度と生き返らない､という事を
教えています｡

1歳児｡てんとう虫に対して ｢パン!｣と手でたたこうとする子どもがいた｡｢いたい､いたいよ｣と促すが止めず､動かな

くなってしまった｡その様子を他の子どもたちも心配して見ていたが動き出し､ホッとし､骨で逃がしてあげた｡

3歳児｡自宅の網戸にいたカブトムシを園に持ってきた子どもがいた｡しばらく園で飼っていたが2週間余りで死んでしまっ

た｡一人一人に､そのカブトムシを見せ､｢長くは生きられない｣ことや ｢死んでしまったら生き返らない｣ことを伝え､み
んなでお墓を作った｡

ムシと関わっているとどうしても死に出会います｡そして ｢死んじゃって､かわいそう｣と､子どもたちが言っているのを

よく耳にします｡

幼虫を羽化するまで育てたアゲハだったが､羽を広げる段階で､羽が破れてしまったため､うまく飛び立つことができなかっ

た｡それを見て､｢こういうこともあるんだね｣と､悲しむ気持ちを表している幼児がいた｡その後､蜜を吸えるように､花

の上に逃がしてあげていた｡
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命への思いを育み ･命の大切さを理解 したと思われる事例 (つづき)

20 園庭のプラン夕-の脇にかくれていたひき蛙oみpんなで触ったり､水に泳がせたり､そのうち元気がなくなり､それはどうしてか話すoもう離してあげようと､そつと庭のすみ離してあげたが､次の日に死んでいた○生物に関わる時にどうした
らいいか菅で話し合っ

た○21 3歳児○カタツムリなどと関わっていて､子どもによっては､力加減がわからなかったり､手に持っていても､落
としてしまつたりする事もあるo生き物なので､やさしく手にすることを声かけていくように

している○22 飼っていたザリガニが､突然､次の朝ケースの中で死んでいたo脱皮に失敗か? どうして死んだのか?
死んだらどこにいくの--などクラスで話し合うo体は土になり､心は天国に行くね--.と

土に入れて祈るo23 生物とかかわるからには必ず命や死について直面する場面があるo事例の数はあげられないが､死を
知るチャンスに､常に言葉かけをし

ていくようにしているo24小さい子はアリなど怖さ半分で､足で踏み潰すことが多いですが､アリさんから見たらみんなは怪獣に見えるよ.､みんなも怪獣に踏み潰されたらどうかな一､｢イヤダー !｣と必ずいいます○死んじゃつたらお母さん
にも会えなくなるし--と､自分と重ねて分かりやすく

伝えると､しんみり開いています○思いやりや､やさし



仲間関係に長



仲間関係に良い影響があると思われる事例 (つづき)

子どもの生活



責任感が育つ



責任感が育つ事例 (つづき)

自尊感情が高



Effect of Children's Relations

With Insects on Their Social Development

Kumi YAMASHITA and Toshimoto SHUTO

Keywords: Young children, Insects, Social Development

A previous study (Yamashita and Shuto, 2005) demonstrated that insect breeding in

kindergartens Was effective in fostering children's "thoughtfulness for others" and "consciousness

of importance of life". Because social development support is a contemporary problem in Japanese

kindergartens, the effect of such development of the sociality was examined again. As a result, the

observational examples by 53 teachers with precise objectives were able to corroborate the

process of acquiring these effects. Furthermore, such comments as "fostering of friendly

relationships", "the children's facial expressions became more lively", "they became more

responsible", "their pride were elevated", are suggestive of the results of insect breeding

experience. The comment that "friendly relationships are fostered" is especially outstanding and it

is believed that the effect of promoting sociality in young children is marvelous.
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